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第
五
十
回
中
央
教
化
研
究
会
議
　
基
調
講
演

日
蓮
聖
人
の
仏
陀
観
と
日
蓮
正
宗
の
日
蓮
本
仏
論

庵
　
谷
　
行
　
亨

一
　
は
じ
め
に

　
本
日
、
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
の
要
点
は
二
で
す
。
一
は
日
蓮
聖
人
は
ど
の
よ
う
に
仏
陀
釈
尊
を
受
け
止
め
て
お
ら
れ
た
か
と

い
う
こ
と
で
す
。
日
蓮
聖
人
の
ご
遺
文
を
と
お
し
て
そ
の
概
要
を
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
日
蓮
聖
人
は
、
釈
尊
の
こ
と
を
教
主
釈

尊
・
世
尊
・
大
覚
世
尊
・
仏
・
仏
陀
・
寿
量
品
の
仏
・
如
来
・
釈
迦
・
釈
迦
仏
・
釈
迦
如
来
・
釈
迦
牟
尼
仏
・
釈
迦
文
・
釈
迦
仏
法
華

経
・
本
師
・
古
仏
な
ど
と
呼
称
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
呼
び
方
に
は
文
脈
上
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
の
お
気
持
ち
が
表
明
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
は
日
蓮
聖
人
の
仏
陀
観
を
示
す
一
例
で
も
あ
り
ま
す
。
二
は
日
蓮
宗
の
立
場
か
ら
見
た
日
蓮
正
宗
の
日
蓮
本
仏
論
の
要
点

の
紹
介
で
す
。
同
じ
日
蓮
聖
人
系
の
題
目
教
団
で
あ
り
な
が
ら
、
日
蓮
正
宗
は
他
の
題
目
教
団
と
は
異
な
る
教
義
を
立
て
て
い
ま
す
。
と

く
に
日
蓮
聖
人
に
つ
い
て
の
受
け
止
め
方
が
著
し
く
異
な
り
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
概
要
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

二
　
宗
学
の
意
義

　
最
初
に
「
宗
学
の
意
義
」
に
つ
い
て
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
申
し
上
げ
る
の
は
、
日
蓮
聖
人
の
教
え
を
奉
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持
す
る
者
の
基
本
的
姿
勢
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
と
考
え
る
か
ら
で
す
。
日
蓮
聖
人
の
教
え
を
信
受
す
る
者
は
ど
の
よ
う
に
日
蓮

聖
人
に
ま
み
え
る
べ
き
か
、
日
蓮
聖
人
の
教
え
に
生
き
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
、

本
日
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
え
る
基
本
に
あ
る
と
思
う
か
ら
で
す
。

　
こ
こ
で
い
う
「
宗
学
」
と
は
、
単
に
学
問
と
し
て
の
宗
学
で
は
な
く
「
日
蓮
聖
人
の
教
え
に
生
き
る
者
」
と
い
う
意
味
を
込
め
て
い
ま

す
。

（
一
）
宗
学
の
本
質

　
宗
学
の
本
質
は
、
宗
祖
の
教
え
に
帰
入
し
信
仰
を
通
し
て
正
し
い
人
生
を
歩
む
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

（
二
）
人
間
と
宗
学

　
宗
学
は
、
宗
祖
の
教
え
に
本
来
の
自
分
を
知
り
、
宗
祖
の
教
え
に
自
己
を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち
宗
祖
の
教
え
に
自
身
を
見

出
し
自
身
を
完
結
す
る
こ
と
で
す
。

（
三
）
社
会
と
宗
学

　
宗
学
は
、
宗
祖
の
教
え
に
、
生
き
る
こ
と
の
意
義
を
知
り
、
社
会
的
使
命
を
全
う
す
る
こ
と
で
す
。
人
は
社
会
の
中
で
生
活
し
て
い
ま

す
。
人
が
生
き
る
こ
と
は
、
社
会
と
共
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
日
蓮
聖
人
の
教
え
に
生
き
る
者
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち

社
会
的
使
命
を
全
う
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

三
　
日
蓮
聖
人
の
仏
陀
観

（
一
）
本
門
の
教
主
釈
尊

　
日
蓮
聖
人
が
信
仰
さ
れ
た
究
極
の
仏
陀
は
本
門
の
教
主
釈
尊
で
す
。
そ
の
本
門
の
教
主
釈
尊
を
日
蓮
聖
人
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て

お
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
、
日
蓮
聖
人
の
ご
文
章
に
添
っ
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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１
　
発
迹
顕
本
の
仏

　
①
『
開
目
抄
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

　
　 
迹
門
方
便
品
は
一
念
三
千
・
二
乗
作
仏
を
説
て
爾
前
二
種
の
失
一
を
脱
た
り
。
し
か
り
と
い
え
ど
も
い
ま
だ
発
迹
顕
本
せ
ざ
れ
ば
、

ま
こ
と
の
一
念
三
千
も
あ
ら
は
れ
ず
、
二
乗
作
仏
も
定
ま
ら
ず
。
水
中
の
月
を
見
る
が
ご
と
し
。
根
な
し
草
の
波
上
に
浮
る
に
に
た

り
。
本
門
に
い
た
り
て
、
始
成
正
覚
を
や
ぶ
れ
ば
、
四
教
の
果
を
や
ぶ
る
。
四
教
の
果
を
や
ぶ
れ
ば
、
四
教
の
因
や
ぶ
れ
ぬ
。
爾
前

迹
門
の
十
界
の
因
果
を
打
や
ぶ
て
、
本
門
十
界
の
因
果
を
と
き
顕
す
。
此
即
本
因
本
果
の
法
門
な
り
。
九
界
も
無
始
の
仏
界
に
具
し
、

仏
界
も
無
始
の
九
界
に
備
て
、
真
十
界
互
具
・
百
界
千
如
・
一
念
三
千
な
る
べ
し
。『
昭
定
』
五
五
二
頁
。

　
こ
の
文
は
日
蓮
聖
人
の
仏
教
観
に
立
脚
し
て
叙
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
蓮
聖
人
は
釈
尊
ご
一
代
の
仏
教
を
爾
前
・
迹
門
・
本
門
の
三
点

に
区
分
し
て
受
け
止
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
爾
前
に
は
一
念
三
千
不
説
・
二
乗
不
作
仏
と
始
成
正
覚
の
二
失
が
あ
り
、
迹
門

は
一
念
三
千
・
二
乗
作
仏
を
説
い
て
そ
の
う
ち
の
一
失
を
免
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
迹
門
は
発
迹
顕
本
し
て
い
な
い
た
め
に

真
の
一
念
三
千
も
あ
ら
わ
れ
ず
二
乗
作
仏
も
定
ま
ら
な
い
と
し
、
本
門
に
お
い
て
初
め
て
真
の
因
果
・
十
界
互
具
・
百
界
千
如
・
一
念
三

千
が
成
り
立
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
本
門
の
発
迹
顕
本
に
お
い
て
仏
陀
釈
尊
の
真
実
義
が
成
就
す
る
と
の
教
示
で
す
。
日
蓮
聖

人
の
仏
陀
観
の
基
本
は
本
門
の
開
顕
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
日
蓮
聖
人
は
釈
尊
ご
一
代
の
仏
教
を
爾
前
・
迹
門
・
本
門
の
三
点
に
区
分
し
て
受
け
止
め
て
お
ら
れ
た
と
申
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
一
面
的
な
教
相
上
の
見
方
で
す
。
日
蓮
聖
人
は
本
門
に
さ
ら
に
本
門
を
見
て
お
ら
れ
ま
す
。
三
大
秘
法
の
本
門
が
そ
れ
で
す
。
そ

の
場
合
の
本
門
は
迹
門
・
本
門
の
相
対
を
超
え
た
本
門
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
教
学
上
、
観
心
本
門
と
称
さ
れ
る
概
念
で
す
。

　
②
『
御
衣
並
単
衣
御
書
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

　
　 

此
仏
は
再
生
敗
種
を
心
腑
と
し
、
顕
本
遠
寿
其
寿
と
し
、
常
住
仏
性
を
咽
喉
と
し
、
一
乗
妙
行
を
眼
目
と
せ
る
仏
な
り
。『
昭
定
』

一
一
一
一
頁
。
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③
『
諌
暁
八
幡
抄
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

　
　 
日
本
六
十
六
箇
国
二
の
島
、
一
万
一
千
三
十
七
の
寺
寺
の
仏
は
皆
或
は
画
像
或
は
木
像
、
或
は
真
言
已
前
の
寺
も
あ
り
、
或
は
已
後

の
寺
も
あ
り
。
此
等
の
仏
は
皆
法
華
経
よ
り
出
生
せ
り
。
法
華
経
を
も
つ
て
眼
と
す
べ
し
。
所
謂
、
此
方
等
経
是
諸
仏
眼
等
﹇
云

云
﹈。
妙
楽
云
然
此
経
以
常
住
仏
性
為
咽
喉
以
一
乗
妙
行
為
眼
目
以
再
生
敗
種
為
心
腑
以
顕
本
遠
寿
為
其
命
等
﹇
云
云
﹈。『
昭
定
』

一
八
四
一
頁
。

　
②
と
③
に
は
妙
楽
大
師
の
『
法
華
文
句
記
』
か
ら
の
引
用
が
見
ら
れ
ま
す
。「
再
生
敗
種
」
は
蘇
生
・
治
癒
（
能
治
）
の
義
、「
顕
本
遠

寿
」
は
顕
本
・
久
寿
（
久
遠
実
成
の
開
顕
）
の
義
、「
常
住
仏
性
」
は
本
種
・
久
種
（
久
遠
仏
種
）
の
義
、「
一
乗
妙
行
」
は
法
華
妙
行

（
受
持
信
行
）
の
義
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
法
華
経
本
門
の
開
顕
に
立
脚
し
た
法
門
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
蓮
聖
人
の
仏
陀
観
の

中
心
が
本
門
の
開
顕
に
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
ま
す
。

　
２

　
仏
の
三
身
顕
本

　
①
『
開
目
抄
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

　
　 

本
門
十
四
品
も
涌
出
・
寿
量
の
二
品
を
除
て
は
皆
始
成
を
存
せ
り
。
双
林
最
後
大
般
涅
槃
経
四
十
巻
・
其
外
の
法
華
前
後
の
諸
大
乗

経
に
一
字
一
句
も
な
く
、
法
身
の
無
始
無
終
は
と
け
ど
も
応
身
報
身
の
顕
本
は
と
か
れ
ず
。
い
か
ん
が
広
博
の
爾
前
・
本
迹
・
涅
槃

等
の
諸
大
乗
経
を
ば
す
て
ゝ
、
但
涌
出
・
寿
量
の
二
品
に
は
付
べ
き
。『
昭
定
』
五
五
三
頁
。

　
法
華
経
本
門
の
中
で
も
、
弟
子
（
地
涌
菩
薩
）
の
久
遠
教
化
を
明
か
し
た
涌
出
品
と
仏
陀
釈
尊
の
久
遠
実
成
を
開
顕
し
た
寿
量
品
の
二

品
以
外
は
「
皆
始
成
を
存
す
」
と
厳
し
い
分
別
を
立
て
、
諸
大
乗
経
は
「
法
身
の
無
始
無
終
は
と
け
ど
も
応
身
報
身
の
顕
本
は
と
か
れ

ず
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
法
身
は
真
理
身
で
す
の
で
無
始
無
終
で
あ
る
こ
と
は
諸
大
乗
経
の
通
説
で
す
。
と
こ
ろ
が
応
身
報
身
の
顕
本
は

法
華
経
の
寿
量
品
に
限
ら
れ
ま
す
。
法
華
経
の
寿
量
品
で
は
始
成
の
釈
尊
に
即
し
て
久
遠
実
成
の
仏
が
開
顕
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
仏

の
三
身
顕
本
を
説
く
こ
と
は
法
華
経
の
寿
量
品
に
限
ら
れ
ま
す
。
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三
身
顕
本
は
天
台
教
学
に
説
か
れ
て
い
ま
す
。
日
蓮
聖
人
は
天
台
教
学
に
立
脚
し
て
、
法
華
経
本
門
の
仏
陀
釈
尊
を
三
身
即
一
正
在
報

身
の
仏
と
受
け
止
め
ら
れ
た
の
で
す
。

　
３

　
三
身
円
満
の
古
仏

　
①
『
開
目
抄
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

　
　 

大
日
経
・
金
剛
頂
経
等
の
八
葉
九
尊
・
三
十
七
尊
等
、
大
日
如
来
の
化
身
と
わ
み
ゆ
れ
ど
も
、
其
化
身
、
三
身
円
満
の
古
仏
に
あ
ら

ず
。
大
品
経
の
千
仏
・
阿
弥
陀
経
の
六
方
諸
仏
、
い
ま
だ
来
集
の
仏
に
あ
ら
ず
。
大
集
経
の
来
集
の
仏
、
又
分
身
な
ら
ず
。
金
光
明

経
の
四
方
四
仏
化
身
な
り
。
総
て
一
切
経
の
中
に
各
修
各
行
の
三
身
円
満
の
諸
仏
を
集
て
我
分
身
と
わ
と
か
れ
ず
。
こ
れ
寿
量
品
の

遠
序
な
り
。『
昭
定
』
五
七
一
〜
五
七
二
頁
。

　
こ
こ
で
は
、
諸
大
乗
経
に
説
く
と
こ
ろ
の
分
身
諸
仏
は
そ
れ
ぞ
れ
の
教
主
の
化
身
で
は
あ
っ
て
も
「
三
身
円
満
の
古
仏
に
あ
ら
ず
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
諸
大
乗
経
で
は
分
身
諸
仏
を
説
く
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
三
身
円
満
の
古
仏
で
は
な
い
と
の
教
示
で
す
。
そ
の
叙
述

に
は
法
華
経
の
寿
量
品
の
仏
の
み
が
三
身
円
満
の
古
仏
で
あ
る
と
の
意
図
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
４

　
所
顕
三
身
無
始
の
古
仏

　
①
『
観
心
本
尊
抄
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

　
　 

寿
量
品
云
然
我
実
成
仏
已
来
無
量
無
辺
百
千
万
億
那
由
他
劫
等
﹇
云
云
﹈。
我
等
己
心
釈
尊
五
百
塵
点
乃
至
所
顕
三
身
無
始
古
仏
也
。

『
昭
定
』
七
一
二
頁
。

　「
所
顕
三
身
無
始
古
仏
」
と
は
久
遠
実
成
を
開
顕
さ
れ
た
三
身
相
即
の
仏
と
い
う
意
味
で
す
。「
古
仏
」
と
は
こ
こ
で
は
久
遠
実
成
の
仏

を
指
し
ま
す
。

　「
古
仏
」
と
い
う
言
葉
に
は
種
々
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
基
本
的
に
は
過
去
に
出
現
し
た
仏
と
い
う
意
味
で
す
。
法
華
経
に
も
今
番
出

世
の
釈
尊
以
前
の
仏
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
過
去
仏
を
古
仏
と
も
称
し
ま
す
。
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こ
こ
で
は
諸
大
乗
経
所
説
の
諸
仏
が
始
成
正
覚
で
あ
る
に
対
し
て
、
法
華
経
寿
量
品
の
久
遠
実
成
の
仏
を
「
古
仏
」
と
表
現
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　
５

　
寿
量
品
の
仏

　
①
『
開
目
抄
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

　
　 

華
厳
経
の
台
上
十
方
・
阿
含
経
の
小
釈
迦
、
方
等
・
般
若
の
、
金
光
明
経
の
、
阿
弥
陀
経
の
、
大
日
経
等
の
権
仏
等
は
、
此
寿
量
の

仏
の
天
月
し
ば
ら
く
影
を
大
小
の
器
に
し
て
浮
給
を
、
諸
宗
の
学
者
等
近
は
自
宗
に
迷
、
遠
は
法
華
経
の
寿
量
品
を
し
ら
ず
、
水
中

の
月
に
実
月
の
想
を
な
し
、
或
は
入
て
取
ん
と
を
も
ひ
或
は
縄
を
つ
け
て
つ
な
ぎ
と
ど
め
ん
と
す
。
天
台
云
不
識
天
月
但
観
池
月
等

﹇
云
云
﹈。『
昭
定
』
五
五
二
頁
。

　
天
台
大
師
の
『
法
華
玄
義
』
の
文
を
引
い
て
、
法
華
経
寿
量
品
の
仏
を
「
天
月
」（「
実
月
」）、
諸
大
乗
経
の
仏
を
池
月
（「
水
月
」）
に

比
し
、
諸
宗
諸
師
の
誤
謬
を
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
②
『
開
目
抄
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

　
　 

妙
楽
云
一
代
教
中
未
曽
顕
遠
父
母
之
寿
。
〇
若
不
知
父
寿
之
遠
復
迷
父
統
之
邦
。
徒
謂
才
能
全
非
人
子
等
﹇
云
云
﹈。
妙
楽
大
師
は

唐
の
末
天
宝
年
中
の
者
也
。
三
論
・
華
厳
・
法
相
・
真
言
等
の
諸
宗
、
並
に
依
経
を
深
み
、
広
勘
て
、
寿
量
品
の
仏
を
し
ら
ざ
る
者

父
統
の
邦
に
迷
る
才
能
あ
る
畜
生
と
か
け
る
な
り
。『
昭
定
』
五
七
八
頁
。

　
妙
楽
大
師
は
『
法
華
五
百
問
論
』
に
「
寿
量
品
の
仏
を
し
ら
ざ
る
者
」
は
父
の
国
に
迷
う
「
畜
生
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
寿
量

品
の
仏
は
主
師
親
三
徳
の
教
主
で
あ
る
こ
と
か
ら
一
切
衆
生
の
父
で
も
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
「
寿
量
品
の
仏
を
し
ら
ざ
る
者
」
と
は

父
を
知
ら
な
い
不
孝
者
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
親
の
恩
を
認
識
し
な
い
ゆ
え
に
「
畜
生
」
と
な
り
ま
す
。

　
③
『
断
簡
新
加
二
三
一
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

　
　 

答
云
月
支
・
漢
土
・
日
本
国
の
二
千
二
百
三
十
余
年
が
間
の
寺
塔
を
見
る
に
、
い
ま
だ
寿
量
品
の
仏
を
造
立
せ
る
伽
藍
な
し
、
清
舎
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な
し
。『
昭
定
』
二
九
三
八
頁
。

　
月
支
・
漢
土
・
日
本
国
の
三
国
に
お
い
て
「
い
ま
だ
寿
量
品
の
仏
を
造
立
せ
る
伽
藍
な
し
、
清
舎
な
し
」
と
あ
り
ま
す
。
寿
量
品
の
仏

を
本
尊
と
し
て
祀
っ
て
い
る
寺
院
が
な
い
、
と
の
意
で
す
。
三
大
秘
法
の
一
と
し
て
教
示
さ
れ
る
本
門
の
本
尊
は
寿
量
品
の
仏
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。「
造
立
」
と
あ
り
ま
す
の
で
、
紙
面
に
図
顕
さ
れ
た
大
曼
荼
羅
だ
け
が
本
尊
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
『
観
心
本
尊
抄
』
に
も
「
権
大
乗
並
涅
槃
・
法
華
経
迹
門
等
釈
尊
以
文
殊
普
賢
等
為
脇
士
。
此
等
仏
造
画
正
像
未
有
寿
量
仏
。
来

入
末
法
始
此
仏
像
可
令
出
現
歟
。」（『
昭
定
』
七
一
三
頁
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
ま
す
。

　
６

　
本
門
の
教
主
釈
尊

　
①
『
観
心
本
尊
抄
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

　
　
此
時
地
涌
千
界
出
現
本
門
釈
尊
為
脇
士
一
閻
浮
提
第
一
本
尊
可
立
此
国
。『
昭
定
』
七
二
〇
頁
。

　「
こ
の
時
、
地
涌
千
界
出
現
し
て
本
門
の
釈
尊
の
脇
士
と
な
り
て
、
一
閻
浮
提
第
一
の
本
尊
、
こ
の
国
に
立
つ
べ
し
」
と
読
み
下
し
ま

す
。
釈
尊
の
脇
士
と
な
る
「
地
涌
千
界
」
は
本
化
四
菩
薩
で
す
の
で
、
一
尊
四
士
本
尊
の
教
示
と
さ
れ
ま
す
。

　
②
『
報
恩
抄
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

　
　 

一
は
日
本
乃
至
一
閻
浮
提
一
同
に
本
門
の
教
主
釈
尊
を
本
尊
と
す
べ
し
。
所
謂
宝
塔
の
内
の
釈
迦
多
宝
、
外
の
諸
仏
、
並
に
上
行
等

の
四
菩
薩
脇
士
と
な
る
べ
し
。『
昭
定
』
一
二
四
八
頁
。

　「
本
門
の
教
主
釈
尊
を
本
尊
と
す
べ
し
」
と
あ
り
、
そ
の
説
明
と
し
て
「
宝
塔
の
内
の
釈
迦
多
宝
、
外
の
諸
仏
、
並
に
上
行
等
の
四
菩

薩
脇
士
と
な
る
べ
し
」
と
あ
り
ま
す
。
本
尊
は
「
本
門
の
教
主
釈
尊
」
で
あ
り
、
そ
の
相
貎
は
一
塔
両
尊
四
士
と
し
て
も
顕
さ
れ
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
日
蓮
聖
人
は
、
本
門
の
教
主
釈
尊
を
本
門
の
本
尊
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
本
門

の
教
主
釈
尊
と
は
前
掲
の
と
お
り
、
寿
量
品
の
仏
の
こ
と
で
す
。
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７
　
本
門
の
本
尊

　
①
『
観
心
本
尊
抄
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

　
　 
像
法
中
末
観
音
薬
王
示
現
南
岳
天
台
等
出
現
以
迹
門
為
面
以
本
門
為
裏
百
界
千
如
一
念
三
千
尽
其
義
。
但
論
理
具
事
行
南
無
妙
法
蓮

華
経
五
字
並
本
門
本
尊
未
広
行
之
。
所
詮
有
円
機
無
円
時
故
也
。『
昭
定
』
七
一
九
頁
。

　
像
法
時
の
中
末
に
は
南
岳
大
師
・
天
台
大
師
等
が
出
現
し
て
、
迹
面
本
裏
の
法
華
仏
教
を
も
っ
て
一
念
三
千
の
教
え
を
弘
め
た
が
、
そ

れ
は
理
具
を
論
じ
た
の
で
あ
っ
て
、
事
行
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
と
本
門
の
本
尊
は
い
ま
だ
に
広
く
行
じ
ら
れ
て
い
な
い
、
と
あ
り

ま
す
。
末
法
時
は
本
面
迹
裏
の
法
華
仏
教
に
よ
っ
て
、
本
門
一
念
三
千
の
教
え
で
あ
る
事
行
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
と
本
門
の
本
尊

が
広
く
行
じ
ら
れ
る
べ
き
時
で
す
。
事
行
の
法
門
で
あ
る
本
門
の
題
目
・
本
門
の
本
尊
は
広
く
社
会
に
実
現
さ
れ
る
べ
き
教
え
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　
②
『
顕
仏
未
来
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

　
　 

此
人
得
守
護
之
力
以
本
門
本
尊
・
妙
法
蓮
華
経
五
字
令
広
宣
流
布
於
閻
浮
提
歟
。
例
如
威
音
王
仏
像
法
之
時
不
軽
菩
薩
以
我
深
敬
等

二
十
四
字
広
宣
流
布
於
彼
土
招
一
国
杖
木
等
大
難
也
。
彼
二
十
四
字
与
此
五
字
其
語
雖
殊
其
意
同
之
。
彼
像
法
末
与
是
末
法
初
全
同
。

彼
不
軽
菩
薩
初
随
喜
人
日
蓮
名
字
凡
夫
也
。『
昭
定
』
七
三
九
頁
。

　
法
華
経
の
行
者
は
地
涌
菩
薩
の
守
護
力
を
得
て
、
本
門
本
尊
・
妙
法
蓮
華
経
五
字
を
閻
浮
提
に
広
宣
流
布
す
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
、
威

音
王
仏
の
像
法
末
の
二
十
四
字
と
釈
迦
仏
の
末
法
初
の
五
字
と
の
共
通
性
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
値
難
弘
教
の
正
当
性
を

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
法
華
経
の
行
者
で
あ
る
自
身
に
よ
る
本
門
本
尊
・
本
門
題
目
の
広
宣
流
布
の
確
信
を
吐
露
さ
れ
た
も
の
と
い
え
ま
し

ょ
う
。

　
③
『
法
華
行
者
値
難
事
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

　
　 

天
台
・
伝
教
宣
之
本
門
本
尊
与
四
菩
薩
戒
壇
南
無
妙
法
蓮
華
経
五
字
残
之
。
所
詮
一
仏
不
授
与
故
二
時
機
未
熟
故
也
。『
昭
定
』
七
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九
八
頁
。

　
天
台
大
師
と
伝
教
大
師
が
い
ま
だ
弘
め
な
か
っ
た
本
門
本
尊
・
戒
壇
・
南
無
妙
法
蓮
華
経
五
字
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
三
大

秘
法
の
名
称
が
揃
っ
て
示
さ
れ
た
の
は
現
在
知
ら
れ
て
い
る
遺
文
中
最
初
で
す
。
三
大
秘
法
を
天
台
大
師
と
伝
教
大
師
が
い
ま
だ
弘
め
な

か
っ
た
理
由
と
し
て
授
与
と
時
機
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
末
法
は
法
華
経
虚
空
会
に
お
い
て
別
付
属
を
蒙
っ
た
本
化
地
涌
菩
薩
が
邪
智

謗
法
の
機
に
結
要
の
法
で
あ
る
題
目
を
弘
め
る
時
で
あ
る
と
の
意
図
が
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
④
『
法
華
取
要
抄
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

　
　 

問
云
如
来
滅
後
二
千
余
年
龍
樹
・
天
親
・
天
台
・
伝
教
所
残
秘
法
何
物
乎
。
答
曰
本
門
本
尊
与
戒
壇
与
題
目
五
字
也
。『
昭
定
』
八

一
五
頁
。

　
龍
樹
・
天
親
・
天
台
・
伝
教
未
弘
の
秘
法
と
し
て
「
本
門
本
尊
与
戒
壇
与
題
目
五
字
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
法
華
経
の
先
師
が
い

ま
だ
弘
め
な
か
っ
た
と
い
う
前
置
き
の
う
え
に
三
大
秘
法
を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
前
掲
の
『
法
華
行
者
値
難
事
』
と
同
じ
で
す
。
類

似
し
た
用
例
は
『
観
心
本
尊
抄
』（『
昭
定
』
七
一
九
頁
）
や
『
報
恩
抄
』（『
昭
定
』
一
二
四
八
頁
）
な
ど
に
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
日
蓮
聖
人
は
寿
量
品
で
開
顕
さ
れ
た
仏
を
本
門
の
本
尊
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
８

　
本
門
寿
量
品
の
本
尊

　
①
『
観
心
本
尊
抄
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

　
　 

本
門
寿
量
品
本
尊
並
四
大
菩
薩
三
国
王
臣
倶
未
崇
重
之
由
申
之
。
此
事
粗
雖
聞
之
前
代
未
聞
故
驚
動
耳
目
迷
惑
心
意
。『
昭
定
』
七

一
三
頁
。

　
本
門
寿
量
品
で
開
顕
さ
れ
た
仏
を
「
本
門
寿
量
品
本
尊
」
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
寿
量
品
の
仏
・
本
門
の
教
主
釈
尊
こ
そ
が
本
門
の

本
尊
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
と
お
り
、
日
蓮
聖
人
は
法
華
経
本
門
寿
量
品
の
仏
陀
釈
尊
を
、
発
迹
顕
本
の
仏
・
三
身
顕
本
の
仏
・
三
身
円
満
の
古
仏
・
所
顕
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三
身
円
満
の
古
仏
・
寿
量
品
の
仏
・
本
門
の
教
主
釈
尊
・
本
門
の
本
尊
・
本
門
寿
量
品
の
本
尊
等
と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

（
二
）『
開
目
抄
』
の
相
対

　『
開
目
抄
』
の
五
重
相
対
の
第
五
重
は
教
観
相
対
と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。『
開
目
抄
』
の
本
文
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　 

一
念
三
千
の
法
門
は
但
法
華
経
の
本
門
寿
量
品
の
文
の
底
に
し
づ
め
た
り
。『
昭
定
』
五
三
九
頁
。

　
本
門
の
教
相
は
本
門
寿
量
品
の
文
上
の
経
説
で
一
品
二
半
・
寿
量
品
で
す
。
本
門
の
観
心
は
本
門
寿
量
品
の
文
底
の
経
意
で
内
証
の
寿

量
品
・
題
目
五
字
七
字
と
な
り
ま
す
。
本
門
の
教
相
と
本
門
の
観
心
は
末
法
の
大
法
で
あ
る
題
目
五
字
七
字
を
詮
顕
す
る
た
め
の
相
対
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
大
法
詮
顕
の
暁
に
は
教
観
は
相
即
し
て
不
二
と
な
り
ま
す
。
一
品
二
半
・
寿
量
品
と
内
証
の
寿
量
品
・
題
目
五
字
七
字

と
の
間
に
優
劣
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
三
）『
観
心
本
尊
抄
』
の
三
段

　『
観
心
本
尊
抄
』
の
四
種
三
段
の
第
五
重
は
本
法
三
段
と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。『
観
心
本
尊
抄
』
の
本
文
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　 

ま
た
本
門
に
お
い
て
序
・
正
・
流
通
あ
り
。
過
去
大
通
仏
の
法
華
経
よ
り
、
乃
至
現
在
の
華
厳
経
、
乃
至
迹
門
十
四
品
、
涅
槃
経
等

の
一
代
五
十
余
年
の
諸
経
、
十
方
三
世
の
諸
仏
の
微
塵
の
経
々
は
、
皆
寿
量
の
序
分
な
り
。『
昭
定
』
七
一
四
頁
。
原
漢
文
。

　
十
方
三
世
諸
仏
微
塵
の
経
々
は
序
分
、
寿
量
（
一
品
二
半
・
妙
法
五
字
）
は
正
宗
分
で
す
。
流
通
分
は
説
か
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
南
無

妙
法
蓮
華
経
と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。
正
宗
分
で
あ
る
本
法
は
「
寿
量
」
と
あ
り
ま
す
が
、
教
相
的
に
は
一
品
二
半
、
観
心
的
に
は
題
目

と
表
現
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
『
観
心
本
尊
抄
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

　
　 

本
門
は
序
・
正
・
流
通
と
も
に
末
法
の
始
を
以
て
詮
と
な
す
。
在
世
の
本
門
と
末
法
の
初
は
、
一
同
に
純
円
な
り
。
た
だ
し
彼
は
脱
、

こ
れ
は
種
な
り
。
彼
は
一
品
二
半
、
こ
れ
は
た
だ
題
目
の
五
字
な
り
。『
昭
定
』
七
一
五
頁
。
原
漢
文
。
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こ
の
文
は
末
法
の
大
法
（
題
目
五
字
七
字
）
を
詮
顕
す
る
た
め
に
、
在
末
を
相
望
し
て
種
脱
を
対
判
し
た
も
の
で
す
。
す
な
わ
ち
在
世

本
門
は
一
品
二
半
に
し
て
脱
益
、
末
法
の
初
は
題
目
五
字
に
し
て
下
種
と
な
り
ま
す
。
在
世
と
末
法
と
い
う
時
代
、
本
門
一
品
二
半
と
題

目
五
字
と
い
う
教
法
、
脱
益
と
下
種
と
い
う
利
益
の
相
異
は
あ
り
ま
す
が
法
門
と
し
て
は
「
一
同
に
純
円
」
で
す
。
在
世
の
衆
生
は
本
門

一
品
二
半
の
教
え
に
よ
っ
て
解
脱
の
益
を
得
、
末
法
の
衆
生
は
題
目
五
字
の
大
法
に
よ
っ
て
下
種
の
利
益
を
得
ま
す
。

（
四
）
末
法
の
種
脱

　
末
法
の
種
脱
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
末
法
時
は
題
目
五
字
七
字
の
下
種
に
よ
っ
て
利
益
を
得
ま
す
。
得
益
の
内
容
は
久

遠
釈
尊
の
因
果
の
功
徳
で
す
。
題
目
五
字
（
教
）
は
仏
種
で
あ
り
本
因
本
果
で
あ
り
、
寿
量
品
の
肝
心
・
要
法
・
良
薬
・
宝
珠
と
も
表
現

さ
れ
ま
す
。
題
目
七
字
（
観
）
は
下
種
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
題
目
受
持
の
信
行
で
す
の
で
唱
題
・
立
正
・
色
読
を
意
味
し
ま
す
。
下
種

は
即
脱
益
で
す
。『
観
心
本
尊
抄
』
の
説
示
に
し
た
が
え
ば
受
持
は
自
然
譲
与
と
な
り
ま
す
。
受
持
即
譲
与
を
種
脱
一
双
と
称
し
ま
す
。

受
持
の
信
に
因
果
の
功
徳
が
自
然
に
譲
与
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

（
五
）
教
観
相
即

　
教
観
相
即
と
は
教
と
観
が
相
即
し
て
い
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
本
門
の
教
は
題
目
五
字
、
本
門
の
観
は
題
目
七
字
で
す
。
教
は
観
に
即

し
た
教
（
即
観
の
教
）、
観
は
教
に
即
し
た
観
（
即
教
の
観
）
で
す
の
で
教
観
は
相
即
し
て
い
ま
す
。
教
観
相
即
の
題
目
を
五
字
七
字
と

称
し
ま
す
。
五
字
は
七
字
で
、
七
字
は
五
字
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
す
。

（
六
）
本
因
本
果

　
本
因
本
果
は
前
掲
の
『
開
目
抄
』
に
説
か
れ
て
い
ま
す
。
念
の
た
め
再
度
あ
げ
ま
す
。

　
　 

迹
門
方
便
品
は
一
念
三
千
・
二
乗
作
仏
を
説
て
爾
前
二
種
の
失
一
を
脱
た
り
。
し
か
り
と
い
え
ど
も
い
ま
だ
発
迹
顕
本
せ
ざ
れ
ば
、

ま
こ
と
の
一
念
三
千
も
あ
ら
は
れ
ず
、
二
乗
作
仏
も
定
ま
ら
ず
。
水
中
の
月
を
見
る
が
ご
と
し
。
根
な
し
草
の
波
上
に
浮
る
に
に
た

り
。
本
門
に
い
た
り
て
、
始
成
正
覚
を
や
ぶ
れ
ば
、
四
教
の
果
を
や
ぶ
る
。
四
教
の
果
を
や
ぶ
れ
ば
、
四
教
の
因
や
ぶ
れ
ぬ
。
爾
前
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迹
門
の
十
界
の
因
果
を
打
や
ぶ
て
、
本
門
十
界
の
因
果
を
と
き
顕
す
。
此
即
本
因
本
果
の
法
門
な
り
。
九
界
も
無
始
の
仏
界
に
具
し
、

仏
界
も
無
始
の
九
界
に
備
て
、
真
十
界
互
具
・
百
界
千
如
・
一
念
三
千
な
る
べ
し
。『
昭
定
』
五
五
二
頁
。

　
こ
の
文
は
、
寿
量
品
の
発
迹
顕
本
に
本
門
の
十
界
の
因
果
が
説
き
顕
わ
さ
れ
、
そ
こ
に
真
の
十
界
互
具
が
明
ら
か
と
な
り
、
無
始
九
界

具
仏
界
・
無
始
仏
界
具
九
界
が
成
り
立
つ
と
し
ま
す
。
こ
れ
が
本
因
本
果
の
法
門
で
あ
り
真
の
一
念
三
千
で
す
。

　
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
『
観
心
本
尊
抄
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

　
　 

釈
尊
の
因
行
果
徳
の
二
法
は
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
具
足
す
。
我
等
こ
の
五
字
を
受
持
す
れ
ば
、
自
然
に
彼
の
因
果
の
功
徳
を
譲
り

与
え
た
も
う
。『
昭
定
』
七
一
一
頁
。
原
漢
文
。

　
釈
尊
の
本
因
本
果
は
妙
法
五
字
に
具
足
し
ま
す
。
こ
れ
は
本
法
で
あ
る
題
目
の
実
体
を
明
示
さ
れ
た
も
の
で
す
。
信
行
者
が
題
目
を
受

持
す
る
と
釈
尊
の
因
果
の
功
徳
が
自
然
に
譲
与
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
信
行
者
の
得
益
を
明
か
し
た
も
の
で
す
。
題
目
受
持
は
七
字
の
観
、

自
然
譲
与
は
功
徳
受
得
の
証
（
証
果
）
と
な
り
ま
す
。
こ
の
関
係
を
五
字
七
字
五
字
と
言
い
ま
す
。

　
前
の
五
字
は
因
果
の
功
徳
＝
本
法
、
次
の
七
字
は
信
行
者
の
題
目
受
持
、
後
の
五
字
は
自
然
譲
与
さ
れ
た
因
果
の
功
徳
で
す
。
換
言
す

る
と
前
の
五
字
は
教
、
次
の
七
字
は
観
、
後
の
五
字
は
証
と
な
り
ま
す
。
教
と
観
は
相
即
し
、
観
に
よ
っ
て
証
が
成
り
立
ち
ま
す
。

四
　
日
蓮
正
宗
の
日
蓮
本
仏
論

（
一
）
日
蓮
本
仏
論
の
意
味

　
日
蓮
本
仏
と
は
日
蓮
大
聖
人
を
本
仏
と
し
て
尊
崇
す
る
こ
と
で
す
。
前
述
の
と
お
り
、
日
蓮
宗
で
は
日
蓮
聖
人
の
教
え
に
基
づ
い
て
法

華
経
本
門
寿
量
品
の
釈
尊
を
本
尊
と
し
て
尊
崇
し
礼
拝
し
ま
す
。
そ
の
釈
尊
は
寿
量
品
に
お
い
て
始
成
に
即
し
て
久
遠
実
成
を
開
顕
さ
れ

た
仏
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
日
蓮
正
宗
で
は
日
蓮
聖
人
を
久
遠
元
初
自
受
用
報
身
仏
と
受
け
と
め
末
法
の
本
仏
と
し
ま
す
。

　
元
初
と
は
仏
の
教
化
の
根
元
的
始
ま
り
と
い
う
意
味
で
す
。
こ
の
言
葉
は
天
台
大
師
の
『
法
華
玄
義
』
や
妙
楽
大
師
の
『
法
華
玄
義
釈
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籤
』
に
見
ら
れ
ま
す
が
、
日
蓮
聖
人
の
真
撰
遺
文
中
に
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
伝
日
蓮
聖
人
講
述
と
さ
れ
る
『
御
義
口
伝
』
に
は
「
元
初
一

念
」
と
い
う
言
葉
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
中
古
天
台
本
覚
思
想
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
蓮
正
宗
で
は
久
遠
実
成
の
仏

よ
り
以
前
の
本
因
時
の
菩
薩
行
を
立
て
ま
す
。
そ
こ
で
本
因
妙
の
教
主
と
し
て
日
蓮
聖
人
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
前
述
の
と
お
り
、
日

蓮
聖
人
に
は
そ
の
よ
う
な
お
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
蓮
聖
人
は
寿
量
品
の
久
遠
実
成
の
仏
に
本
因
本
果
を
見
て
お
ら
れ
ま
す
。

　『
法
華
玄
義
』『
法
華
玄
義
釈
籤
』
に
は
元
初
と
類
似
し
た
元
始
と
い
う
言
葉
も
見
ら
れ
ま
す
。
仏
の
教
化
の
根
本
的
な
始
ま
り
と
い
う

意
味
で
す
。
日
蓮
聖
人
遺
文
中
に
は
「
本
門
は
久
遠
を
元
始
と
為
し
」（『
断
簡
三
四
八
』『
昭
定
』
二
九
八
八
頁
）
と
あ
り
、
寿
量
品
の

久
遠
実
成
を
元
始
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
受
用
身
の
仏
と
は
、
悟
り
の
境
界
に
法
楽
し
そ
の
喜
悦
の
な
か
に
お
ら
れ
る
仏
を
言
い
ま
す
。
自
受
用
身
は
他
受
用
身
に
対
す
る
言

葉
で
す
。
他
受
用
身
は
悟
り
の
功
徳
を
他
に
め
ぐ
ら
す
仏
で
す
。
自
受
用
・
他
受
用
は
報
身
仏
の
功
徳
や
力
用
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
日
蓮
正
宗
で
は
、
法
華
経
寿
量
品
で
開
顕
さ
れ
た
久
遠
実
成
の
仏
は
垂
迹
仏
で
あ
り
本
已
有
善
の
衆
生
の
た
め
の
脱
益
の
仏
で
あ
る
と

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
日
蓮
本
仏
論
の
成
立
は
日
蓮
聖
人
滅
後
百
数
十
年
後
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
二
）
日
蓮
本
仏
論
の
論
拠

　
日
蓮
本
仏
論
の
論
拠
と
な
っ
て
い
る
の
は
日
興
門
流
の
口
伝
書
で
す
。
両
巻
血
脈
や
二
箇
相
承
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
す
。
こ
れ
ら

は
中
古
天
台
本
覚
思
想
に
立
脚
し
た
口
伝
法
門
で
、
門
流
の
正
嫡
意
識
を
強
く
反
映
し
た
も
の
で
す
。
日
蓮
聖
人
滅
後
に
お
い
て
は
、
門

流
を
中
心
と
し
て
教
団
は
展
開
し
て
い
き
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
と
み
に
門
流
の
正
統
性
の
強
調
が
は
か
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
日
蓮
聖

人
の
墓
所
輪
番
の
崩
壊
、
日
興
上
人
の
身
延
離
山
、
お
よ
び
鎌
倉
方
と
富
士
方
の
対
立
で
あ
る
五
一
相
対
な
ど
が
そ
の
歴
史
的
背
景
に
あ

り
ま
す
。
な
か
で
も
富
士
方
面
を
中
心
と
し
た
日
興
門
流
で
は
盛
ん
に
門
流
の
正
嫡
を
強
調
し
ま
し
た
。
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１
　
両
巻
血
脈

　
両
巻
血
脈
と
は
『
本
因
妙
抄
』
と
『
百
六
箇
相
承
事
』
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。『
本
因
妙
抄
』
の
具
名
は
『
法
華
本
門
宗
血
脈
相
承
事
』、

『
百
六
箇
相
承
事
』
の
具
名
は
『
具
謄
本
種
正
法
実
義
本
迹
勝
劣
正
伝
』
と
言
い
ま
す
。

　（
１
）
他
門
流
不
共
の
秘
伝
書

　
こ
れ
ら
は
他
門
流
不
共
の
秘
伝
書
と
さ
れ
唯
受
一
人
の
相
承
を
明
か
す
血
脈
書
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
日
興
門
流
独
一
の
秘
伝
相
承
を

主
張
し
ま
す
。

　（
２
）
文
献
の
初
出

　「
両
巻
血
脈
」
の
名
称
は
伝
妙
蓮
寺
日
眼
の
『
五
人
所
破
抄
見
聞
』
で
す
。
本
書
は
康
暦
二
年
（
一
三
八
〇
）
で
す
の
で
祖
滅
九
九
年

の
成
立
で
す
。
あ
る
い
は
『
五
人
所
破
抄
見
聞
』
は
西
山
本
門
寺
第
八
世
日
眼
（
〜
一
四
八
六
）
の
書
か
（『
日
蓮
宗
事
典
』
一
〇
四
頁
）

と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
で
あ
る
と
成
立
は
さ
ら
に
時
代
を
下
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　（
３
）
両
巻
血
脈
の
相
承

　
要
法
寺
の
広
蔵
院
日
辰
（
一
五
〇
八
〜
一
五
七
六
）
の
写
本
奥
書
に
よ
る
と
、
両
巻
血
脈
の
相
承
は
日
蓮
大
聖
人
↓
日
興
上
人
↓
日
尊

上
人
＝
京
都
住
本
寺
（
日
大
）
へ
と
伝
え
る
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
日
蓮
本
仏
の
考
え
方
は
室
町
時
代
に
日
尊
門
流
住
本
寺
系
の

教
学
と
し
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
日
蓮
本
仏
論
は
八
品
派
（
法
華
宗
本
門
流
）
の
影
響
の
も
と
に
成
立
し
た
も
の
と
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
根
拠
は
日
隆
の
本

門
八
品
本
因
妙
下
種
論
に
依
り
ま
す
。
た
だ
し
、
八
品
派
は
五
百
塵
点
の
仏
を
実
修
実
証
の
報
身
顕
本
と
す
る
に
対
し
、
日
蓮
正
宗
は
法

華
経
の
釈
尊
を
文
上
塵
点
有
始
の
迹
仏
と
し
、
塵
点
有
始
に
即
し
た
無
始
久
遠
の
顕
本
を
認
め
ま
せ
ん
。

　
両
巻
血
脈
に
立
脚
し
た
大
石
寺
教
学
の
確
立
は
江
戸
中
期
の
堅
樹
院
日
寛
（
一
六
六
五
〜
一
七
二
六
）
に
よ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
後

述
い
た
し
ま
す
。
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①
『
本
因
妙
抄
』（『
宗
全
』
第
二
巻
一
〜
一
〇
頁
。『
富
士
宗
学
要
集
』
第
一
巻
）

　『
本
因
妙
抄
』
に
は
「
弘
安
五
年
太
歳
壬
午
十
月
十
一
日
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
撰
述
年
月
日
に
つ
い
て
は
、
日
蓮
聖
人
の
情
況
を
考

え
る
と
疑
問
が
生
じ
ま
す
。
日
蓮
聖
人
は
健
康
上
の
問
題
か
ら
弘
安
五
年
九
月
八
日
に
身
延
山
を
離
れ
常
陸
の
湯
に
向
か
わ
れ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
武
蔵
国
池
上
に
到
着
さ
れ
た
の
は
九
月
十
八
日
で
す
。
十
月
八
日
に
六
老
僧
を
指
名
し
て
後
事
を
託
し
、
十
三
日
に
遷
化
さ

れ
ま
し
た
。
日
蓮
聖
人
の
健
康
状
態
を
勘
案
す
る
と
「
弘
安
五
年
太
歳
壬
午
十
月
十
一
日
」
に
筆
を
執
ら
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
『
本
因
妙
抄
』
記
載
の
署
名
で
あ
る
「
本
因
妙
之
行
者
日
蓮
記
之
」
と
い
う
表
現
も
不
自
然
で
す
。「
本
因
妙
之
行
者
日
蓮
」
と

い
う
表
記
は
日
蓮
聖
人
の
真
撰
遺
文
中
に
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
し
、
日
蓮
聖
人
の
教
学
に
は
自
身
を
本
因
妙
の
行
者
と
す
る
考
え
方
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　
本
書
は
真
筆
が
伝
来
せ
ず
、
要
法
寺
日
辰
の
写
本
が
現
存
し
て
い
ま
す
。
こ
の
写
本
は
日
尊
本
か
ら
の
写
本
で
あ
る
と
伝
え
て
い
ま
す
。

　
文
献
上
の
初
出
は
伝
三
位
日
順
（
一
二
九
四
〜
一
三
五
四
）
の
『
本
因
妙
抄
口
決
』
で
す
。
そ
の
内
容
は
伝
最
澄
の
『
三
大
章
疏
七
面

相
承
口
決
』（『
伝
全
』
第
五
巻
）
に
準
拠
し
た
も
の
で
、
室
町
時
代
の
中
古
天
台
本
覚
思
想
の
色
彩
が
濃
厚
で
す
。
し
た
が
っ
て
日
蓮
聖

人
の
撰
述
と
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
諸
先
師
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
日
蓮
聖
人
滅
後
約
百
年
頃
の
成
立
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
要
法
寺
日
辰
の
『
開
迹
顕
本
法
華
二
論
義
得
意
鈔
』
に
は
、『
本
因
妙
抄
』
で
説
く
本
迹
論
は
「
御
正
筆
の
血
脈
書
を
拝
せ
ざ
る
間
は

謀
実
定
め
難
し
」（『
宗
全
』
第
三
巻
三
七
〇
頁
。
原
漢
文
）
と
あ
り
ま
す
。

　『
本
因
妙
抄
』
の
教
義
内
容
は
種
本
脱
迹
の
勝
劣
を
立
て
る
も
の
で
す
。
釈
尊
は
熟
脱
の
教
主
で
あ
り
法
華
経
（
本
門
法
華
経
）
は
迹

に
し
て
劣
、
日
蓮
大
聖
人
は
下
種
の
法
主
で
あ
り
題
目
は
本
に
し
て
勝
と
し
ま
す
。
法
華
経
寿
量
品
の
上
底
に
種
脱
を
立
て
、
釈
尊
の
法

華
経
は
文
上
で
過
去
下
種
に
し
て
脱
益
、
日
蓮
大
聖
人
の
法
華
経
は
文
底
の
妙
法
で
未
下
種
の
衆
生
へ
の
下
種
と
し
ま
す
。
文
底
の
妙
法

は
本
因
妙
に
し
て
久
遠
実
成
の
名
字
即
の
妙
法
、
日
蓮
大
聖
人
は
久
遠
名
字
即
位
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
②
『
百
六
箇
相
承
事
』（『
宗
全
』
第
二
巻
一
一
〜
三
二
頁
。『
富
士
宗
学
要
集
』
第
一
巻
）
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　『
百
六
箇
相
承
事
』
に
は
「
弘
安
三
年
庚
辰
正
月
十
一
日
」
の
日
付
が
あ
り
ま
す
。「
本
因
妙
教
主
本
門
大
師
日
蓮
謹
結
要
之
」
と
の
署

名
の
も
と
に
「
久
遠
名
字
已
来
本
因
本
果
之
主
本
地
自
受
用
報
身
垂
迹
上
行
菩
薩
再
誕
本
門
大
師
日
蓮
詮
要
」
と
あ
り
ま
す
。
上
述
の
よ

う
に
日
蓮
聖
人
の
真
撰
遺
文
に
は
こ
の
よ
う
な
表
現
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　『
百
六
箇
相
承
事
』
は
百
六
箇
条
の
本
迹
勝
劣
に
つ
い
て
の
相
承
を
説
く
も
の
で
、
脱
の
本
迹
勝
劣
五
十
一
箇
条
、
種
の
本
迹
勝
劣
五

十
六
箇
条
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
中
古
天
台
本
覚
思
想
に
依
る
も
の
で
、
日
蓮
聖
人
滅
後
の
成
立
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

教
義
内
容
は
、
久
遠
名
字
即
の
本
仏
の
正
法
を
本
種
子
、
久
遠
名
字
即
の
本
因
妙
の
正
法
を
末
法
下
種
の
法
華
経
と
し
ま
す
。
日
蓮
大
聖

人
は
久
遠
名
字
即
の
正
法
を
末
法
の
今
に
移
す
も
の
で
、
釈
迦
仏
は
迹
の
仏
で
あ
る
と
し
ま
す
。
そ
の
思
想
系
譜
は
日
蓮
大
聖
人
か
ら
日

興
上
人
へ
と
い
う
唯
受
一
人
の
受
持
血
脈
相
承
を
主
張
し
ま
す
。
広
宣
流
布
の
暁
に
は
上
行
等
の
四
大
菩
薩
が
同
心
し
て
六
万
坊
を
建
立

し
い
ず
れ
の
と
こ
ろ
も
多
宝
富
士
山
本
門
寺
上
行
院
と
号
す
べ
き
で
あ
る
、
と
あ
り
ま
す
。

　
２

　
二
箇
相
承

　
二
箇
相
承
は
『
身
延
相
承
』
と
『
池
上
相
承
』
と
を
言
い
日
興
門
流
独
特
の
伝
承
で
す
。
日
興
門
流
で
は
「
に
こ
そ
う
じ
ょ
う
」
と
呼

称
し
て
い
ま
す
。

　（
１
）
成
立

　
二
箇
相
承
の
成
立
は
日
蓮
聖
人
滅
後
一
五
〇
年
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　（
２
）
内
容

　
二
箇
相
承
の
内
容
は
日
興
唯
受
一
人
付
属
を
主
張
す
る
も
の
で
日
興
の
正
嫡
性
を
強
調
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
二
箇
相
承
は
日
興
門

流
の
正
統
性
を
主
張
す
る
た
め
に
日
蓮
聖
人
に
仮
託
し
た
偽
書
で
す
。
日
興
唯
受
一
人
付
属
は
日
蓮
聖
人
の
「
本
弟
子
六
人
」
の
定
め
と

も
矛
盾
し
て
い
ま
す
。

　
①
『
身
延
相
承
』
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　『
身
延
相
承
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

　
　 
日
蓮
一
期
弘
法
白
蓮
阿
闍
梨
日
興
付
属
之
可
為
本
門
弘
通
大
導
師
也
。
国
主
被
立
此
法
者
富
士
山
本
門
寺
戒
壇
可
被
建
立
也
。
事
戒

法
謂
是
也
。
就
中
我
門
弟
等
可
守
此
状
也
。

　
　
　
　
弘
安
五
年
壬
午
九
月

　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
蓮

　
在
判

　
　
　
血
脈
次
第
日
蓮
日
興
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　『
宗
全
』
第
二
巻
三
三
頁
。

　
こ
の
よ
う
に
『
身
延
相
承
』
に
は
、
一
期
の
弘
法
を
日
興
一
人
に
授
与
し
た
こ
と
や
、
富
士
山
本
門
寺
に
戒
壇
を
建
立
す
る
よ
う
に
と

の
付
託
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
②
『
池
上
相
承
』

　『
池
上
相
承
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

　
　 

釈
尊
五
十
年
説
法
相
承
白
蓮
阿
闍
梨
日
興
可
為
身
延
山
久
遠
寺
別
当
也
。
背
在
家
出
家
共
輩
者
可
為
非
法
也
。

　
　
　
　
弘
安
五
年
壬
午
十
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
武
州
池
上

　
　
日
蓮

　
在
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　『
宗
全
』
第
二
巻
三
三
頁
。

　
こ
の
よ
う
に
『
池
上
相
承
』
に
は
、
白
蓮
阿
闍
梨
日
興
は
身
延
山
久
遠
寺
の
別
当
で
あ
る
と
あ
り
ま
す
。

（
三
）
堅
樹
院
日
寛
の
教
学

　
大
石
寺
教
学
を
確
立
し
た
の
は
大
石
寺
第
二
十
六
世
の
堅
樹
院
日
寛
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
１

　『
六
巻
鈔
』

　
日
寛
に
は
『
六
巻
鈔
』
と
称
さ
れ
る
重
要
書
が
あ
り
ま
す
。『
三
重
秘
伝
鈔
』『
文
底
秘
沈
鈔
』『
依
義
判
文
鈔
』『
末
法
相
応
鈔
』『
当

流
行
事
鈔
』『
当
家
三
衣
鈔
』
で
す
。
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２
　
法
華
経
受
容
の
特
色

　
日
寛
の
法
華
経
受
容
の
特
色
は
、
釈
尊
の
法
華
経
は
本
迹
共
に
迹
で
あ
り
本
已
有
善
の
機
根
を
調
機
入
熟
さ
せ
る
た
め
の
脱
益
の
法
で

あ
る
と
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
釈
尊
の
法
華
経
は
随
他
方
便
説
で
あ
る
と
の
考
え
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
蓮
大
聖
人
の
法
華
経
は
本
で

あ
り
本
未
有
善
の
機
根
に
下
種
す
る
久
遠
の
妙
法
で
あ
る
と
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
日
蓮
大
聖
人
の
法
華
経
は
久
遠
本
仏
の
自
内
証
で
あ
り

随
自
意
の
真
実
法
で
あ
る
と
の
考
え
で
す
。
久
遠
本
仏
が
自
行
成
就
の
た
め
に
行
じ
た
因
行
を
本
因
と
し
、
日
蓮
大
聖
人
の
仏
法
は
久
遠

元
初
の
本
因
妙
の
法
華
経
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
３

　
上
底
相
対
│
種
脱
勝
劣

　
法
華
経
寿
量
品
の
文
に
上
底
の
相
対
を
立
て
種
脱
の
勝
劣
を
説
き
ま
す
。
寿
量
文
上
は
在
世
本
門
に
し
て
脱
益
で
あ
る
こ
と
か
ら
劣
、

寿
量
文
底
は
末
法
の
観
心
に
し
て
下
種
で
あ
る
こ
と
か
ら
勝
と
し
ま
す
。
末
法
の
観
心
は
能
詮
に
お
い
て
は
内
証
の
寿
量
品
、
所
詮
に
お

い
て
は
本
因
下
種
の
妙
法
五
字
と
し
ま
す
。

　
４

　
種
脱
相
対
│
種
勝
脱
劣

　
日
寛
の
種
脱
相
対
は
従
来
の
時
機
（
在
末
）
に
よ
る
相
対
的
勝
劣
に
対
し
て
絶
対
勝
劣
で
あ
る
こ
と
に
特
色
が
あ
り
ま
す
。
在
世
本
門

の
教
主
は
脱
益
の
仏
（
垂
迹
の
仏
）
に
し
て
劣
、
在
世
本
門
の
正
宗
は
文
上
脱
益
に
し
て
劣
と
し
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
末
法
本
門
の
教

主
は
名
字
凡
身
の
下
種
の
本
仏
（
日
蓮
大
聖
人
）
に
し
て
勝
、
末
法
本
門
の
正
宗
は
文
底
下
種
の
妙
法
に
し
て
勝
と
し
ま
す
。

　
５

　
本
因
下
種

　
日
蓮
大
聖
人
は
本
因
妙
下
種
の
教
主
（
本
仏
）、
久
遠
元
初
の
自
受
用
報
身
、
本
地
自
受
用
報
身
如
来
の
再
誕
で
あ
る
と
し
ま
す
。
こ

れ
に
対
し
て
久
遠
成
道
の
釈
尊
は
衆
生
の
本
種
を
熟
脱
せ
し
め
る
脱
仏
（
垂
迹
の
仏
）、
本
地
自
受
用
報
身
如
来
（
日
蓮
大
聖
人
）
の
垂

迹
、
脱
益
の
教
主
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
主
張
は
『
報
恩
鈔
文
段
』（『
宗
全
』
第
四
巻
三
二
二
頁
）、『
当
流
行
事
鈔
』（『
宗

全
』
第
四
巻
九
八
頁
）
な
ど
に
見
ら
れ
ま
す
。
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６
　
機
根

　
在
世
の
機
は
本
已
有
善
、
末
法
の
機
は
本
未
有
善
で
あ
る
と
し
、
そ
の
末
法
の
機
は
逆
縁
下
種
で
あ
る
と
し
ま
す
。

　
７

　
教
法

　
在
世
は
脱
益
の
法
で
あ
る
寿
量
文
上
一
品
二
半
で
劣
、
末
法
は
下
種
の
妙
法
で
あ
る
寿
量
文
底
妙
法
五
字
で
勝
で
あ
る
と
し
ま
す
。

　
８

　
日
蓮
本
仏

　
教
主
は
本
因
妙
の
教
主
日
蓮
大
聖
人
で
あ
る
と
し
ま
す
。
文
上
は
本
果
妙
の
釈
尊
で
垂
迹
に
し
て
脱
益
、
文
底
は
本
因
妙
の
日
蓮
大
聖

人
で
本
仏
に
し
て
下
種
と
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
本
仏
は
久
遠
元
初
自
受
用
報
身
再
誕
末
法
下
種
主
師
親
本
因
妙
教
主
大
慈
大
悲
之
日
蓮

大
聖
人
で
す
。
日
蓮
大
聖
人
は
本
門
寿
量
文
底
久
遠
元
初
自
受
用
報
身
名
字
凡
夫
当
体
本
因
妙
教
主
釈
尊
、
文
底
下
種
の
本
仏
、
事
一
念

三
千
の
本
尊
、
一
念
三
千
自
受
用
身
で
す
。
大
曼
荼
羅
（
一
念
三
千
）
は
久
遠
元
初
自
受
用
身
の
日
蓮
大
聖
人
で
あ
る
と
し
ま
す
。

　
９

　
人
法
本
尊

　（
１
）
人
本
尊

　
人
本
尊
は
日
蓮
大
聖
人
で
す
。
日
蓮
大
聖
人
は
主
師
親
三
徳
具
備
、
久
遠
元
初
の
自
受
用
報
身
、
末
法
下
種
の
教
主
、
本
因
妙
の
教
主
、

本
地
自
受
用
報
身
の
垂
迹
上
行
菩
薩
の
再
誕
、
一
念
三
千
即
自
受
用
身
の
仏
で
す
。
本
尊
は
法
即
人
で
す
。
こ
れ
ら
の
主
張
は
『
観
心
本

尊
鈔
文
段
』（『
宗
全
』
第
四
巻
一
八
九
頁
）、『
当
流
行
事
鈔
』（『
宗
全
』
第
四
巻
一
〇
〇
・
一
一
三
頁
）、『
文
底
秘
沈
鈔
』（『
宗
全
』
第

四
巻
二
六
頁
）
な
ど
に
見
ら
れ
ま
す
。

　（
２
）
法
本
尊

　
法
本
尊
は
自
受
用
身
即
一
念
三
千
の
大
曼
荼
羅
で
、
弘
安
二
年
、
弥
四
郎
国
重
に
授
与
の
大
曼
荼
羅
（
楠
の
板
本
尊
）
で
す
。
本
尊
は

人
即
法
で
す
。
こ
れ
ら
の
主
張
は
『
末
法
相
応
鈔
』（『
宗
全
』
第
四
巻
八
三
頁
）、『
観
心
本
尊
鈔
文
段
』（『
宗
全
』
第
四
巻
一
八
九
頁
）

な
ど
に
見
ら
れ
ま
す
。

02-03　庵谷氏.indd   70 2018/08/24   13:47



71

日蓮聖人の仏陀観と日蓮正宗の日蓮本仏論（庵谷）

　（
３
）
人
法
体
一

　
本
尊
は
文
字
で
表
す
と
大
曼
荼
羅
、
木
画
で
造
立
す
る
と
日
蓮
大
聖
人
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
祖
師
像
以
外
の
仏
像
造
立
は
不
可
と
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
主
張
に
つ
い
て
は
『
観
心
本
尊
鈔
文
段
』（『
宗
全
』
第
四
巻
二
二
〇
頁
）
等
に
見
ら
れ
ま
す
。

五
　
む
す
び

　
日
蓮
本
仏
論
の
特
色
は
宗
祖
本
仏
の
実
体
視
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
仏
教
信
仰
の
本
末
転
倒
で
す
。
仏
教
は
、
も
と
よ
り
仏
陀
釈
尊
を

主
体
と
し
た
教
え
で
す
。
末
法
時
に
お
い
て
は
利
益
が
な
い
と
し
て
仏
陀
釈
尊
を
下
す
こ
と
は
仏
陀
釈
尊
を
冒
涜
す
る
も
の
で
す
。
こ
の

こ
と
は
仏
教
に
あ
ら
ざ
る
考
え
方
を
仏
教
の
名
の
も
と
に
主
張
す
る
こ
と
で
あ
り
、
仏
教
の
思
想
・
歴
史
・
文
化
を
ご
都
合
主
義
に
基
づ

い
て
改
変
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
日
蓮
聖
人
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
然
、
日
興
上
人
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
日
蓮
聖
人
や

日
興
上
人
の
名
に
お
い
て
日
蓮
本
仏
論
を
立
て
る
こ
と
は
、
日
蓮
聖
人
や
日
興
上
人
を
も
冒
涜
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
日
蓮
本
仏
論
と
い
う
独
特
の
主
張
は
自
門
流
の
正
統
性
、
自
教
団
の
正
統
性
を
誇
示
す
た
め
の
教
条
性
に
満
ち
た
考
え
方
で
す
。

　
日
蓮
聖
人
に
対
す
る
悪
し
き
神
格
化
・
絶
対
化
は
日
蓮
聖
人
に
つ
い
て
の
誤
解
を
招
き
ま
す
。
ま
た
、
日
蓮
聖
人
の
教
え
に
生
き
よ
う

と
す
る
者
に
対
し
、
世
間
の
人
々
に
間
違
っ
た
印
象
を
与
え
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

付
記

　
本
稿
は
平
成
二
十
九
年
九
月
十
三
日
開
催
の
第
五
十
回
中
央
教
化
研
究
会
議
の
基
調
講
演
に
加
筆
し
た
も
の
で
す
。
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資
　
料

平
成
二
十
九
年
九
月
十
三
日

第
五
十
回
中
央
教
化
研
究
会
議

日
蓮
聖
人
の
仏
陀
観
と
日
蓮
正
宗
の
日
蓮
本
仏
論

庵お
お

谷た
に

　
行ぎ
ょ
う

亨こ
う

一
、
は
じ
め
に

二
、
宗
学
の
意
義

（
一
）
宗
学
の
本
質

　
　
　
宗
祖
の
教
え
に
帰
入
し
、
信
仰
を
通
し
て
正
し
い
人
生
を
歩
む

（
二
）
人
間
と
宗
学

　
　
　
宗
祖
の
教
え
に
本
来
の
自
分
を
知
り
、
自
己
を
実
現
す
る

（
三
）
社
会
と
宗
学

　
　
　
宗
祖
の
教
え
に
、
生
き
る
こ
と
の
意
義
を
知
り
、
社
会
的
使
命
を
全
う
す
る

三
、
日
蓮
聖
人
の
仏
陀
観

（
一
）
本
門
の
教
主
釈
尊
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日蓮聖人の仏陀観と日蓮正宗の日蓮本仏論（庵谷）

　
１
、
発
迹
顕
本
の
仏

　
①
『
開
目
抄
』

　
　 
迹
門
方
便
品
は
一
念
三
千
・
二
乗
作
仏
を
説
て
爾
前
二
種
の
失
一
を
脱
た
り
。
し
か
り
と
い
え
ど
も
い
ま
だ
発
迹
顕
本
せ
ざ
れ
ば
、

ま
こ
と
の
一
念
三
千
も
あ
ら
は
れ
ず
、
二
乗
作
仏
も
定
ま
ら
ず
。
水
中
の
月
を
見
る
が
ご
と
し
。
根
な
し
草
の
波
上
に
浮
る
に
に
た

り
。
本
門
に
い
た
り
て
、
始
成
正
覚
を
や
ぶ
れ
ば
、
四
教
の
果
を
や
ぶ
る
。
四
教
の
果
を
や
ぶ
れ
ば
、
四
教
の
因
や
ぶ
れ
ぬ
。
爾
前

迹
門
の
十
界
の
因
果
を
打
や
ぶ
て
、
本
門
十
界
の
因
果
を
と
き
顕
す
。
此
即
本
因
本
果
の
法
門
な
り
。
九
界
も
無
始
の
仏
界
に
具
し
、

仏
界
も
無
始
の
九
界
に
備
て
、
真
十
界
互
具
・
百
界
千
如
・
一
念
三
千
な
る
べ
し
。『
昭
定
』
五
五
二
頁
。

　
②
『
御
衣
並
単
衣
御
書
』

　
　 

此
仏
は
再
生
敗
種
を
心
腑
と
し
、
顕
本
遠
寿
其
寿
と
し
、
常
住
仏
性
を
咽
喉
と
し
、
一
乗
妙
行
を
眼
目
と
せ
る
仏
な
り
。『
昭
定
』

一
一
一
一
頁
。

　
③
『
諌
暁
八
幡
抄
』

　
　 

日
本
六
十
六
箇
国
二
の
島
、
一
万
一
千
三
十
七
の
寺
寺
の
仏
は
皆
或
は
画
像
或
は
木
像
、
或
は
真
言
已
前
の
寺
も
あ
り
、
或
は
已
後

の
寺
も
あ
り
。
此
等
の
仏
は
皆
法
華
経
よ
り
出
生
せ
り
。
法
華
経
を
も
つ
て
眼
と
す
べ
し
。
所
謂
、
此
方
等
経
是
諸
仏
眼
等
﹇
云

云
﹈。
妙
楽
云
然
此
経
以
常
住
仏
性
為
咽
喉
以
一
乗
妙
行
為
眼
目
以
再
生
敗
種
為
心
腑
以
顕
本
遠
寿
為
其
命
等
﹇
云
云
﹈。『
昭
定
』

一
八
四
一
頁
。

　
２
、
仏
の
三
身
顕
本

　
①
『
開
目
抄
』

　
　 

本
門
十
四
品
も
涌
出
・
寿
量
の
二
品
を
除
て
は
皆
始
成
を
存
せ
り
。
双
林
最
後
大
般
涅
槃
経
四
十
巻
・
其
外
の
法
華
前
後
の
諸
大
乗

経
に
一
字
一
句
も
な
く
、
法
身
の
無
始
無
終
は
と
け
ど
も
応
身
報
身
の
顕
本
は
と
か
れ
ず
。
い
か
ん
が
広
博
の
爾
前
・
本
迹
・
涅
槃
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等
の
諸
大
乗
経
を
ば
す
て
ゝ
、
但
涌
出
・
寿
量
の
二
品
に
は
付
べ
き
。『
昭
定
』
五
五
三
頁
。

　
　
＊
三
身
即
一
正
在
報
身

　
３
、
三
身
円
満
の
古
仏

　
①
『
開
目
抄
』

　
　 

大
日
経
・
金
剛
頂
経
等
の
八
葉
九
尊
・
三
十
七
尊
等
、
大
日
如
来
の
化
身
と
わ
み
ゆ
れ
ど
も
、
其
化
身
、
三
身
円
満
の
古
仏
に
あ
ら

ず
。
大
品
経
の
千
仏
・
阿
弥
陀
経
の
六
方
諸
仏
、
い
ま
だ
来
集
の
仏
に
あ
ら
ず
。
大
集
経
の
来
集
の
仏
、
又
分
身
な
ら
ず
。
金
光
明

経
の
四
方
四
仏
化
身
な
り
。
総
て
一
切
経
の
中
に
各
修
各
行
の
三
身
円
満
の
諸
仏
を
集
て
我
分
身
と
わ
と
か
れ
ず
。
こ
れ
寿
量
品
の

遠
序
な
り
。『
昭
定
』
五
七
一
〜
五
七
二
頁
。

　
４
、
所
顕
三
身
無
始
の
古
仏

　
①
『
観
心
本
尊
抄
』

　
　 

寿
量
品
云
然
我
実
成
仏
已
来
無
量
無
辺
百
千
万
億
那
由
他
劫
等
﹇
云
云
﹈。
我
等
己
心
釈
尊
五
百
塵
点
乃
至
所
顕
三
身
無
始
古
仏
也
。

『
昭
定
』
七
一
二
頁
。

　
５
、
寿
量
品
の
仏

　
①
『
開
目
抄
』

　
　 

華
厳
経
の
台
上
十
方
・
阿
含
経
の
小
釈
迦
、
方
等
・
般
若
の
、
金
光
明
経
の
、
阿
弥
陀
経
の
、
大
日
経
等
の
権
仏
等
は
、
此
寿
量
の

仏
の
天
月
し
ば
ら
く
影
を
大
小
の
器
に
し
て
浮
給
を
、
諸
宗
の
学
者
等
近
は
自
宗
に
迷
、
遠
は
法
華
経
の
寿
量
品
を
し
ら
ず
、
水
中

の
月
に
実
月
の
想
を
な
し
、
或
は
入
て
取
ん
と
を
も
ひ
或
は
縄
を
つ
け
て
つ
な
ぎ
と
ど
め
ん
と
す
。
天
台
云
不
識
天
月
但
観
池
月
等

﹇
云
云
﹈。『
昭
定
』
五
五
二
頁
。

　
②
『
開
目
抄
』
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日蓮聖人の仏陀観と日蓮正宗の日蓮本仏論（庵谷）

　
　 

妙
楽
云
一
代
教
中
未
曽
顕
遠
父
母
之
寿
。
〇
若
不
知
父
寿
之
遠
復
迷
父
統
之
邦
。
徒
謂
才
能
全
非
人
子
等
﹇
云
云
﹈。
妙
楽
大
師
は

唐
の
末
天
宝
年
中
の
者
也
。
三
論
・
華
厳
・
法
相
・
真
言
等
の
諸
宗
、
並
に
依
経
を
深
み
、
広
勘
て
、
寿
量
品
の
仏
を
し
ら
ざ
る
者

父
統
の
邦
に
迷
る
才
能
あ
る
畜
生
と
か
け
る
な
り
。『
昭
定
』
五
七
八
頁
。

　
③
『
断
簡
新
加
』
二
三
一

　
　 

答
云
月
支
・
漢
土
・
日
本
国
の
二
千
二
百
三
十
余
年
が
間
の
寺
塔
を
見
る
に
、
い
ま
だ
寿
量
品
の
仏
を
造
立
せ
る
伽
藍
な
し
、
清
舎

な
し
。『
昭
定
』
二
九
三
八
頁
。

　
６
、
本
門
の
教
主
釈
尊

　
①
『
観
心
本
尊
抄
』

　
　
此
時
地
涌
千
界
出
現
本
門
釈
尊
為
脇
士
一
閻
浮
提
第
一
本
尊
可
立
此
国
。『
昭
定
』
七
二
〇
頁
。

　
②
『
報
恩
抄
』

　
　 

一
は
日
本
乃
至
一
閻
浮
提
一
同
に
本
門
の
教
主
釈
尊
を
本
尊
と
す
べ
し
。
所
謂
宝
塔
の
内
の
釈
迦
多
宝
、
外
の
諸
仏
、
並
に
上
行
等

の
四
菩
薩
脇
士
と
な
る
べ
し
。『
昭
定
』
一
二
四
八
頁
。

　
７
、
本
門
の
本
尊

　
①
『
観
心
本
尊
抄
』

　
　 

像
法
中
末
観
音
薬
王
示
現
南
岳
天
台
等
出
現
以
迹
門
為
面
以
本
門
為
裏
百
界
千
如
一
念
三
千
尽
其
義
。
但
論
理
具
事
行
南
無
妙
法
蓮

華
経
五
字
並
本
門
本
尊
未
広
行
之
。
所
詮
有
円
機
無
円
時
故
也
。『
昭
定
』
七
一
九
頁
。

　
②
『
顕
仏
未
来
記
』

　
　 

此
人
得
守
護
之
力
以
本
門
本
尊
・
妙
法
蓮
華
経
五
字
令
広
宣
流
布
於
閻
浮
提
歟
。
例
如
威
音
王
仏
像
法
之
時
不
軽
菩
薩
以
我
深
敬
等

二
十
四
字
広
宣
流
布
於
彼
土
招
一
国
杖
木
等
大
難
也
。
彼
二
十
四
字
与
此
五
字
其
語
雖
殊
其
意
同
之
。
彼
像
法
末
与
是
末
法
初
全
同
。

02-03　庵谷氏.indd   75 2018/08/24   13:47



現代宗教研究　第52号（2018.3）　　76

彼
不
軽
菩
薩
初
随
喜
人
日
蓮
名
字
凡
夫
也
。『
昭
定
』
七
三
九
頁
。

　
③
『
法
華
行
者
値
難
事
』

　
　 
天
台
・
伝
教
宣
之
本
門
本
尊
与
四
菩
薩
戒
壇
南
無
妙
法
蓮
華
経
五
字
残
之
。
所
詮
一
仏
不
授
与
故
二
時
機
未
熟
故
也
。『
昭
定
』
七

九
八
頁
。

　
④
『
法
華
取
要
抄
』

　
　 

問
云
如
来
滅
後
二
千
余
年
龍
樹
・
天
親
・
天
台
・
伝
教
所
残
秘
法
何
物
乎
。
答
曰
本
門
本
尊
与
戒
壇
与
題
目
五
字
也
。『
昭
定
』
八

一
五
頁
。

　
８
、
本
門
寿
量
品
の
本
尊

　
①
『
観
心
本
尊
抄
』

　
　 

本
門
寿
量
品
本
尊
並
四
大
菩
薩
三
国
王
臣
倶
未
崇
重
之
由
申
之
。
此
事
粗
雖
聞
之
前
代
未
聞
故
驚
動
耳
目
迷
惑
心
意
。『
昭
定
』
七

一
三
頁
。

（
二
）『
開
目
抄
』
の
相
対
（『
昭
定
』
五
三
九
頁
）

　
　
　
　
五
重
相
対
の
第
五
重
│
教
観
相
対

　
　
　
　「
一
念
三
千
の
法
門
は
但
法
華
経
の
本
門
寿
量
品
の
文
の
底
に
し
づ
め
た
り
。」

　
　
　
　
　
本
門
の
教
相
│
本
門
寿
量
品
の
文
上
の
経
説
（
一
品
二
半
・
寿
量
品
）

　
　
　
　
　
本
門
の
観
心
│
本
門
寿
量
品
の
文
底
の
経
意
（
内
証
の
寿
量
品
・
題
目
五
字
七
字
）

　
　
　
　
教
観
不
二

（
三
）『
観
心
本
尊
抄
』
の
三
段
（『
昭
定
』
七
一
四
頁
）

　
　
　
　
四
種
三
段
（
五
重
三
段
）
の
第
五
重
│
本
法
三
段
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　 「
ま
た
本
門
に
お
い
て
序
・
正
・
流
通
あ
り
。
過
去
大
通
仏
の
法
華
経
よ
り
、
乃
至
現
在
の
華
厳
経
、
乃
至
迹
門
十
四
品
、
涅

槃
経
等
の
一
代
五
十
余
年
の
諸
経
、
十
方
三
世
の
諸
仏
の
微
塵
の
経
々
は
、
皆
寿
量
の
序
分
な
り
。」（
原
漢
文
）

　
　
　
　
　
十
方
三
世
諸
仏
微
塵
の
経
々
│
序
分

　
　
　
　
　
寿
量
（
一
品
二
半
・
妙
法
五
字
）
│
正
宗
分

　
　
　
　
　（
南
無
妙
法
蓮
華
経
）
│
流
通
分

　
　
　
　
種
脱
対
判
│
在
末
相
望

　
　
　
　
　
末
法
の
大
法
（
題
目
五
字
七
字
）
を
詮
顕
す
る
た
め
の
対
判

　
　
　
　『
観
心
本
尊
抄
』（『
昭
定
』
七
一
五
頁
）

　
　
　
　 「
本
門
は
序
・
正
・
流
通
と
も
に
末
法
の
始
を
以
て
詮
と
な
す
。
在
世
の
本
門
と
末
法
の
初
は
、
一
同
に
純
円
な
り
。
た
だ
し

彼
は
脱
、
こ
れ
は
種
な
り
。
彼
は
一
品
二
半
、
こ
れ
は
た
だ
題
目
の
五
字
な
り
。」（
原
漢
文
）

　
　
　
　
　
在
世
本
門
│
一
品
二
半
│
脱
益

　
　
　
　
　
末
法
の
初
│
題
目
五
字
│
下
種

　
　
　
　
　
在
末
は
一
同
に
純
円

（
四
）
末
法
の
種
脱

　
　
　
　
末
法
（
時
）
│
題
目
五
字
七
字
│
下
種
│
得
益
（
久
遠
釈
尊
の
因
果
）

　
　
　
　
題
目
五
字
（
教
法
）
│
仏
種
│
本
因
本
果

　
寿
量
品
の
肝
心

　
要
法

　
良
薬

　
宝
珠

　
　
　
　
題
目
七
字
（
観
心
）
│
下
種
│
信
行

　
唱
題

　
受
持

　
立
正

　
色
読

　
　
　
種
脱
一
双

　
　
　
　
下
種
即
脱
益
│
受
持
即
譲
与

02-03　庵谷氏.indd   77 2018/08/24   13:47



現代宗教研究　第52号（2018.3）　　78

（
五
）
教
観
相
即

　
　
　
　
教
│
題
目
五
字
│
即
観
の
教

　
　
　
　
観
│
題
目
七
字
│
即
教
の
観

　
　
　
　
教
観
相
即
│
題
目
五
字
七
字

（
六
）
本
因
本
果

　
　
　『
開
目
抄
』（『
昭
定
』
五
五
二
頁
）

　
　
　 「
迹
門
方
便
品
は
一
念
三
千
・
二
乗
作
仏
を
説
て
爾
前
二
種
の
失
一
を
脱
た
り
。
し
か
り
と
い
え
ど
も
い
ま
だ
発
迹
顕
本
せ
ざ
れ

ば
、
ま
こ
と
の
一
念
三
千
も
あ
ら
は
れ
ず
、
二
乗
作
仏
も
定
ま
ら
ず
。
水
中
の
月
を
見
る
が
ご
と
し
。
根
な
し
草
の
波
上
に
浮
る

に
に
た
り
。
本
門
に
い
た
り
て
、
始
成
正
覚
を
や
ぶ
れ
ば
、
四
教
の
果
を
や
ぶ
る
。
四
教
の
果
を
や
ぶ
れ
ば
、
四
教
の
因
や
ぶ
れ

ぬ
。
爾
前
迹
門
の
十
界
の
因
果
を
打
や
ぶ
て
、
本
門
十
界
の
因
果
を
と
き
顕
す
。
此
即
本
因
本
果
の
法
門
な
り
。
九
界
も
無
始
の

仏
界
に
具
し
、
仏
界
も
無
始
の
九
界
に
備
て
、
真
十
界
互
具
・
百
界
千
如
・
一
念
三
千
な
る
べ
し
。」

　
　
　
　
発
迹
顕
本
│
本
門
の
十
界
の
因
果

　
　
　
　
真
の
十
界
互
具
│
無
始
九
界
具
仏
界
・
無
始
仏
界
具
九
界

　
　
　
　
真
の
一
念
三
千
│
本
因
本
果

　
　
　『
観
心
本
尊
抄
』（『
昭
定
』
七
一
一
頁
）

　
　
　 「
釈
尊
の
因
行
果
徳
の
二
法
は
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
具
足
す
。
我
等
こ
の
五
字
を
受
持
す
れ
ば
、
自
然
に
彼
の
因
果
の
功
徳
を

譲
り
与
え
た
も
う
。」（
原
漢
文
）

　
　
　
　
本
仏
│
本
因
本
果

　
　
　
　
本
法
│
妙
法
五
字
│
教
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行
者
│
題
目
受
持
│
観

　
　
　
　
得
益
│
因
果
の
功
徳
の
自
然
譲
与
│
証

四
、
日
蓮
正
宗
の
日
蓮
本
仏
論

（
一
）
日
蓮
本
仏
論
の
意
味

　
　
　
　
日
蓮
大
聖
人
を
本
仏
と
し
て
尊
崇

　
　
　
　
　
久
遠
元
初
自
受
用
報
身
仏

　
　
　
　
　
末
法
の
本
仏

　
　
　
　
法
華
経
寿
量
品
で
開
顕
さ
れ
た
久
遠
実
成
の
仏

　
　
　
　
　
垂
迹
仏

　
　
　
　
　
在
世
衆
生
の
た
め
の
脱
益
の
仏

　
　
　
日
蓮
本
仏
論
の
成
立

　
　
　
　
日
蓮
聖
人
滅
後
百
数
十
年
後
頃

（
二
）
日
蓮
本
仏
論
の
論
拠

　
　
　
　
日
興
門
流
の
口
伝
書

　
　
　
　
　
中
古
天
台
本
覚
思
想

　
　
　
　
　
門
流
の
正
嫡
意
識

　
　
　
　
　
門
流
の
正
統
性
の
強
調

　
　
　
　
　
　
門
流
を
基
盤
と
し
た
教
団
の
展
開
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日
興
上
人
の
身
延
離
山

　
　
　
　
　
　
五
一
相
対

　
１
、
両
巻
血
脈

　
　
　『
本
因
妙
抄
』（『
法
華
本
門
宗
血
脈
相
承
事
』）

　
　
　『
百
六
箇
相
承
事
』（『
具
謄
本
種
正
法
実
義
本
迹
勝
劣
正
伝
』）

　
（
１
）
他
門
流
不
共
の
秘
伝
書

　
　
　
　
　
唯
受
一
人
の
相
承
を
明
か
す
血
脈
秘
書

　
　
　
　
　
日
興
門
流
独
一
の
秘
伝
相
承

　
（
２
）
文
献
の
初
出

　
　
　
　
　「
両
巻
血
脈
」
の
名
称

　
　
　
　
　
　
　
伝
妙
蓮
寺
日
眼
『
五
人
所
破
抄
見
聞
』
康
暦
二
年
（
一
三
八
〇
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
祖
滅
九
九
年

　
　
　
　
　
　
　
＊『
五
人
所
破
抄
見
聞
』
は
西
山
本
門
寺
第
八
世
日
眼
（
〜
一
四
八
六
）
の
書
か
（『
日
蓮
宗
事
典
』
一
〇
四
頁
）

　
（
３
）
両
巻
血
脈
の
相
承

　
　
　
　
　
要
法
寺
の
広
蔵
院
日
辰
（
一
五
〇
八
〜
一
五
七
六
）
の
写
本
奥
書
に
よ
る
と

　
　
　
　
　
　
日
蓮
大
聖
人
↓
日
興
上
人
↓
日
尊
上
人
＝
京
都
住
本
寺
（
日
大
）
へ
と
伝
え
る

　
　
　
　
　
室
町
時
代
に
日
尊
門
流
住
本
寺
系
の
教
学
と
し
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る

　
　
　
　
　
＊
八
品
派
の
影
響
の
も
と
に
成
立
し
た
も
の
と
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
本
門
八
品
本
因
妙
下
種
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た
だ
し
、
八
品
派
は
五
百
塵
点
の
仏
を
実
修
実
証
の
報
身
顕
本
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

日
蓮
正
宗
は
法
華
経
の
釈
尊
を
文
上
塵
点
有
始
の
迹
仏
と
し
、
塵
点
有
始
に
即
し
た
無
始
久
遠
の
顕
本
を
認
め

な
い

　
　
　
　
　
両
巻
血
脈
に
立
脚
し
た
大
石
寺
教
学
の
確
立
は
江
戸
中
期
の
堅
樹
院
日
寛
（
一
六
六
五
〜
一
七
二
六
）
に
よ
る

　
　
　
①
『
本
因
妙
抄
』（『
宗
全
』
第
二
巻
　『
富
士
宗
学
要
集
』
第
一
巻
）

　
　
　
　
　「
弘
安
五
年
太
歳
壬
午
十
月
十
一
日
」

　
　
　
　
　
　
＊
撰
述
年
月
日
の
疑
問
：
日
蓮
聖
人
の
健
康
状
態
・
十
月
八
日
六
老
僧
指
名
、
十
三
日
遷
化

　
　
　
　
　「
本
因
妙
の
行
者
日
蓮
記
之
」

　
　
　
　
　
真
筆
不
現
存

　
　
　
　
　
要
法
寺
日
辰
の
写
本
現
存

　
　
　
　
　
　
日
尊
本
の
写
本
と
伝
え
る

　
　
　
　
　
文
献
上
の
初
出

　
　
　
　
　
　
伝
三
位
日
順
（
一
二
九
四
〜
一
三
五
四
）
の
『
本
因
妙
抄
口
決
』

　
　
　
　
　
　
　
伝
最
澄
『
三
大
章
疏
七
面
相
承
口
決
』（『
伝
全
』
第
五
巻
）
に
準
拠
し
た
偽
作
書

　
　
　
　
　
　
室
町
時
代
の
中
古
天
台
本
覚
思
想
の
色
彩
が
濃
厚

　
　
　
　
　
　
日
蓮
聖
人
滅
後
約
百
年
頃
の
成
立
か

　
　
　
　
　
　 

要
法
寺
日
辰
の
『
開
迹
顕
本
法
華
二
論
義
得
意
鈔
』
に
は
、『
本
因
妙
抄
』
で
説
く
本
迹
論
は
「
御
正
筆
の
血
脈
書
を
拝

せ
ざ
る
間
は
謀
実
定
め
難
し
」（『
宗
全
』
第
三
巻
三
七
〇
頁
。
原
漢
文
）
と
あ
る

　
　
　
　
　
　
教
義
内
容
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種
本
脱
迹
の
勝
劣
を
立
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
釈
尊
（
熟
脱
の
教
主
）
│
法
華
経
（
本
門
法
華
経
）
│
迹
│
劣

　
　
　
　
　
　
　
　
日
蓮
大
聖
人
（
下
種
の
法
主
）
│
題
目
│
本
│
勝

　
　
　
　
　
　
　
上
底
の
種
脱
を
立
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
釈
尊
の
法
華
経
│
文
上
│
過
去
下
種
の
脱
益

　
　
　
　
　
　
　
　
日
蓮
大
聖
人
の
法
華
経
│
文
底
の
妙
法
│
未
下
種
の
衆
生
へ
の
下
種

　
　
　
　
　
　
　
文
底
の
妙
法

　
　
　
　
　
　
　
　
本
因
妙
│
久
遠
実
成
の
名
字
即
の
妙
法

　
　
　
　
　
　
　
日
蓮
大
聖
人

　
　
　
　
　
　
　
　
久
遠
名
字
即
位
の
身

　
　
　
②
『
百
六
箇
相
承
事
』（『
宗
全
』
第
二
巻

　『
富
士
宗
学
要
集
』
第
一
巻
）

　
　
　
　
　「
弘
安
三
年
庚
辰
正
月
十
一
日
」

　
　
　
　
　「
久
遠
名
字
已
来
本
因
本
果
之
主
本
地
自
受
用
報
身
垂
迹
上
行
菩
薩
再
誕
本
門
大
師
日
蓮
詮
要
」

　
　
　
　
　「
本
因
妙
教
主
本
門
大
師
日
蓮
謹
結
要
之
」

　
　
　
　
　
　
百
六
箇
条
の
本
迹
勝
劣
に
つ
い
て
の
相
承

　
　
　
　
　
　
　
脱
の
本
迹
勝
劣
五
十
一
箇
条

　
　
　
　
　
　
　
種
の
本
迹
勝
劣
五
十
六
箇
条

　
　
　
　
　
　
中
古
天
台
本
覚
思
想

　
　
　
　
　
　
日
蓮
聖
人
滅
後
の
成
立
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教
義
内
容

　
　
　
　
　
　
　
久
遠
名
字
即
の
本
仏
の
正
法
│
本
種
子

　
　
　
　
　
　
　
久
遠
名
字
即
の
本
因
妙
の
正
法
│
末
法
下
種
の
法
華
経

　
　
　
　
　
　
　
日
蓮
大
聖
人
│
久
遠
名
字
即
の
正
法
を
末
法
の
今
に
移
す

　
　
　
　
　
　
　
釈
迦
仏
│
迹
の
仏

　
　
　
　
　
　
唯
受
一
人
の
受
持
血
脈
相
承

　
　
　
　
　
　
　
日
蓮
大
聖
人
↓
日
興
上
人

　
　
　
　
　
　
広
宣
流
布
の
暁

　
　
　
　
　
　
　
上
行
等
の
四
菩
薩
が
出
現
し
て
六
万
坊
を
建
立

　
　
　
　
　
　
　
多
宝
富
士
山
本
門
寺
上
行
院

　
２
、
二
箇
相
承

　
　
　
日
興
門
流
の
伝
承

　
　
　
日
興
門
流
で
は
「
に
こ
そ
う
じ
ょ
う
」
と
呼
称

　
　
　『
身
延
相
承
』

　
　
　『
池
上
相
承
』

　
（
１
）
成
立

　
　
　
　
日
蓮
聖
人
滅
後
一
五
〇
年
頃

　
（
２
）
内
容

　
　
　
　
日
興
唯
受
一
人
付
属

02-03　庵谷氏.indd   83 2018/08/24   13:47



現代宗教研究　第52号（2018.3）　　84

　
　
　
　
　
日
興
の
正
嫡
性
を
主
張

　
　
　
　
日
興
門
流
の
正
統
性
を
主
張
す
る
た
め
に
日
蓮
聖
人
に
仮
託
し
た
偽
書

　
　
　
　
日
興
唯
受
一
人
付
属
は
「
本
弟
子
六
人
」
の
制
と
も
矛
盾
す
る

　
　
①
『
身
延
相
承
』

　
　
　
　『
宗
全
』
第
二
巻
三
三
頁

　
　
　
　
弘
安
五
年
九
月

　
日

　
　
　
　
日
蓮
聖
人
が
「
一
期
の
弘
法
を
日
興
一
人
に
授
与
し
、
富
士
山
本
門
寺
に
戒
壇
を
建
立
す
る
こ
と
を
託
す
」

　
　
②
『
池
上
相
承
』

　
　
　
　『
宗
全
』
第
二
巻
三
三
頁

　
　
　
　
弘
安
五
年
十
月
十
三
日

　
　
　
　
日
蓮
聖
人
が
「
日
興
は
身
延
山
久
遠
寺
の
別
当
で
あ
る
」
と
す
る

（
三
）
堅
樹
院
日
寛
の
教
学

　
　
　
大
石
寺
第
二
十
六
世

　
　
　
大
石
寺
教
学
の
確
立

　
１
、『
六
巻
鈔
』

　
　
　『
三
重
秘
伝
鈔
』　『
文
底
秘
沈
鈔
』　『
依
義
判
文
鈔
』　『
末
法
相
応
鈔
』　『
当
流
行
事
鈔
』　『
当
家
三
衣
鈔
』

　
２
、
法
華
経
受
容
の
特
色

　
　
　
釈
尊
の
法
華
経
│
本
迹
共
に
迹

　
　
　
　
本
已
有
善
の
機
根
を
調
機
入
熟
さ
せ
る
た
め
の
脱
益
の
法
│
随
他
方
便
説
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日
蓮
大
聖
人
の
法
華
経
│
本

　
　
　
　
本
未
有
善
の
機
根
に
下
種
す
る
久
遠
の
妙
法
│
久
遠
本
仏
の
自
内
証
（
随
自
意
の
法
）

　
　
　
　
久
遠
本
仏
が
自
行
成
就
の
た
め
に
行
じ
た
因
行
│
本
因

　
　
　
　
久
遠
元
初
の
本
因
妙
の
法
華
経

　
３
、
上
底
相
対
│
種
脱
勝
劣

　
　
　
　
寿
量
文
上
│
在
世
本
門
│
脱
益
│
劣

　
　
　
　
寿
量
文
底
│
末
法
の
観
心
│
下
種
│
勝

　
　
　
　
　
末
法
の
観
心

　
　
　
　
　
　
能
詮
│
内
証
の
寿
量
品

　
　
　
　
　
　
所
詮
│
本
因
下
種
の
妙
法
五
字

　
４
、
種
脱
相
対
│
種
勝
脱
劣

　
　
　
＊
従
来
は
、
時
機
（
在
末
）
に
よ
る
相
対
的
勝
劣
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
本
質
的
に
絶
対
勝
劣
で
あ
る
と
す
る

　
　
　
　
在
世
本
門
の
教
主
│
脱
益
の
仏
（
垂
迹
の
仏
）
│
劣

　
　
　
　
在
世
本
門
の
正
宗
│
文
上
脱
益
│
劣

　
　
　
　
末
法
本
門
の
教
主
│
名
字
凡
身
の
下
種
の
本
仏
（
日
蓮
大
聖
人
）
│
勝

　
　
　
　
末
法
本
門
の
正
宗
│
文
底
下
種
の
妙
法
│
勝

　
５
、
本
因
下
種

　
　
　
　
日
蓮
大
聖
人

　
　
　
　
　
本
因
妙
下
種
の
教
主
（
本
仏
）
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久
遠
元
初
の
自
受
用
報
身

　
　
　
　
　
本
地
自
受
用
報
身
如
来
の
再
誕

　
　
　
　
久
遠
成
道
の
釈
尊

　
　
　
　
　
衆
生
の
本
種
を
熟
脱
せ
し
め
る
脱
仏
（
垂
迹
の
仏
）

　
　
　
　
　
本
果
妙
の
釈
尊
は
脱
益
の
教
主

　
　
　
　
　
本
地
自
受
用
報
身
如
来
（
日
蓮
大
聖
人
）
の
垂
迹

　
　
　
　
＊『
報
恩
鈔
文
段
』（『
宗
全
』
第
四
巻
三
二
二
頁
）

　
　
　
　
　『
当
流
行
事
鈔
』（『
宗
全
』
第
四
巻
九
八
頁
）

　
６
、
機
根

　
　
　
　
在
世
の
機
│
本
已
有
善

　
　
　
　
末
法
の
機
│
本
未
有
善
・
逆
縁
下
種

　
７
、
教
法

　
　
　
　
在
世
│
脱
益
の
法
│
寿
量
文
上
一
品
二
半
│
劣

　
　
　
　
末
法
│
下
種
の
妙
法
│
寿
量
文
底
妙
法
五
字
│
勝

　
８
、
日
蓮
本
仏

　
　
　
　
教
主
│
本
因
妙
の
教
主
日
蓮

　
　
　
　
文
上
│
本
果
妙
│
釈
尊
│
垂
迹
│
脱
益

　
　
　
　
文
底
│
本
因
妙
│
日
蓮
│
本
仏
│
下
種

　
　
　
　
　
日
蓮
大
聖
人
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久
遠
元
初
自
受
用
報
身
再
誕
末
法
下
種
主
師
親
本
因
妙
教
主
大
慈
大
悲
之
日
蓮
大
聖
人

　
　
　
　
　
　
本
門
寿
量
文
底
久
遠
元
初
自
受
用
報
身
名
字
凡
夫
当
体
本
因
妙
教
主
釈
尊

　
　
　
　
　
　
文
底
下
種
本
仏

　
　
　
　
　
　
事
一
念
三
千
の
本
尊

　
　
　
　
　
　
一
念
三
千
自
受
用
身

　
　
　
　
　
　
大
曼
荼
羅
（
一
念
三
千
）
＝
日
蓮
大
聖
人
（
久
遠
元
初
自
受
用
身
）

　
９
、
人
法
本
尊

　
（
１
）
人
本
尊

　
　
　
　
日
蓮
大
聖
人

　
　
　
　
　
主
師
親
三
徳
具
備

　
　
　
　
　
久
遠
元
初
の
自
受
用
報
身

　
　
　
　
　
末
法
下
種
の
教
主

　
　
　
　
　
本
因
妙
の
教
主

　
　
　
　
　
本
地
自
受
用
報
身
の
垂
迹
上
行
菩
薩
の
再
誕

　
　
　
　
　
一
念
三
千
即
自
受
用
身
蓮
祖
大
聖
人

　
　
　
　
　
法
即
人
の
本
尊

　
　
　
　
＊『
観
心
本
尊
鈔
文
段
』（『
宗
全
』
第
四
巻
一
八
九
頁
）

　
　
　
　
　『
当
流
行
事
鈔
』（『
宗
全
』
第
四
巻
一
〇
〇
・
一
一
三
頁
）

　
　
　
　
　『
文
底
秘
沈
鈔
』（『
宗
全
』
第
四
巻
二
六
頁
）
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（
２
）
法
本
尊

　
　
　
　
自
受
用
身
即
一
念
三
千
の
大
曼
荼
羅

　
　
　
　
　
弘
安
二
年
、
弥
四
郎
国
重
授
与
大
曼
荼
羅
（
楠
の
板
本
尊
）

　
　
　
　
人
即
法
の
本
尊

　
　
　
　
＊『
末
法
相
応
鈔
』（『
宗
全
』
第
四
巻
八
三
頁
）

　
　
　
　
　『
観
心
本
尊
鈔
文
段
』（『
宗
全
』
第
四
巻
一
八
九
頁
）

　
（
３
）
人
法
体
一

　
　
　
　
文
字
で
表
す
と
│
大
曼
荼
羅

　
　
　
　
木
画
で
造
立
す
る
と
│
日
蓮
大
聖
人

　
　
　
　
　
た
だ
し
祖
師
像
以
外
の
仏
像
造
立
は
不
可

　
　
　
　
＊『
観
心
本
尊
鈔
文
段
』（『
宗
全
』
第
四
巻
二
二
〇
頁
）

五
、
む
す
び

　
日
蓮
本
仏
論
の
特
色

　
　
仏
教
信
仰
の
本
末
転
倒

　
　
宗
祖
本
仏
の
実
体
視

　
　
嫡
々
相
承
の
正
統
性

　
　
　
自
門
流
の
正
統
性

　
　
　
自
教
団
の
正
統
性

02-03　庵谷氏.indd   88 2018/08/24   13:47



89

日蓮聖人の仏陀観と日蓮正宗の日蓮本仏論（庵谷）

　
　
　
教
条
性

　
　
本
因
妙
下
種
の
教
主
と
し
て
の
尊
厳
性

　
　
　
歴
史
上
の
人
物
で
あ
る
日
蓮
聖
人
を
本
仏
と
し
て
神
格
化
・
絶
対
化

　
　
個
人
崇
拝

　
　
　
教
団
指
導
者
の
絶
対
性
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